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.Abstract.

　近年高校生の活字離れが進んでいることを受け、共通テストと結びつけた読書の利点を示すことで、高

校生に読書の魅力を伝えることが出来るのではないかと考え、この研究に取り組んだ。

　この研究によって、書籍の方が教科書よりも常用漢字の使用率が高いこと、しかし共通テストの範囲内

の漢字を書籍や教科書だけで対策することは非効率だということ、近年共通テストの漢字問題の出題傾

向が変化しており、知識以上に読解力が求められることが分かった。

　今後の研究では、共通テストに向け、読書によってどれほど読解力が向上するのかという部分に焦点を

当てていきたい。
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１．序論

（１）研究背景

　　近年高校生の活字離れが進んでいる。ある企業の調

査によると、小学生から高校生にかけての読書量は右肩

下がりで、一ヶ月に一冊も本を読まない高校生は調査対

象の4506人中2298人もいた。

活字離れの影響として本を読まないことで常識が身につ

かないことや、新聞を購読しないことで社会の動きに鈍く

なることなどが挙げられる。今後の日本の文化と若者の社

会で生きていく力を育むためにも若者の活字離れの問題

を解決する必要がある。

（２）研究の動機

　私たち班員には読書という共通の趣味がある。そして、

班員たちが日常的に小説などを読んで漢字に触れていた

おかげで、模試やテストで偶然小説で見た漢字が出題さ

れ、解答できたという経験があった。そんな経験があった

ので、　日常から漢字への接触回数が多ければ漢字の基

礎力向上につながり、共通テストにも役立つのではないか

と考えた。

　ここでいう「漢字の基礎力」とは、常用漢字が読める力、

書ける力と定義する。

　

（３）現状分析

　共通テストに出題される漢字問題の範囲は、原則として

常用漢字2136字の範囲内であり、その音訓表に記載され

ているものである。

　

（４）研究仮説

　　模試やテストで小説で見た漢字が偶然出題され、解答

できたという経験から、小説などの書籍は勉強を目的とし

て作られた教科書より常用漢字の使用率が多く、漢字の

基礎力向上につながるのではないかという仮説を立てた。

２．調査方法

（１）材料
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・国語の教科書(R4年度の延岡高校2年生が使っているも

の、または1年生の頃に使っていたもの。)

・書籍

・パソコンまたはタブレット

・AIテキストマイニング(webサイト。入力した文章の総文字

数を数えたり、使われている単語を品詞別に分類したりで

きる。また、品詞ごとに多く使用されている単語順を知るこ

とができる。)

・常用漢字チェッカー(webサイト。入力した文章に使用さ

れている常用漢字の種類がわかる。また、それがどの学

年で学習されるものなのかや常用漢字外の漢字も知るこ

とができる。ただし、使用されている常用漢字の数はわか

らない。)

（２）調査方法

　（1）で述べたAIテキストマイニングに文章を打ち込み全

体の文字数を調べる。次に（1）で述べた常用漢字チェッ

カーで文章に含まれる常用漢字数を調べる。最後に文章

全体の常用漢字の割合を算出する。

（3）分析方法

・ 調べる文章の種類は、「教科書の評論」 、「教科書の物

語」、「書籍の評論」、「書籍の物語」の4つとする。

・文字数、常用漢字数は、それぞれの項目ごとに調べた

文章全ての総数とする。

・割合は、それぞれの項目で調べた文章１つ１つの割合の

平均とし、少数第一位で四捨五入する。

３．本論

（１）結果or調査(実験)結果１

（２）結果or調査(実験)結果２

文字数 常用漢字数 割合

教科書 17279 4499 26%

書籍 18854 6539 34%

教科書 22272 4420 19%

書籍 13815 2971 22%

　結果は上図のように、文字数では教科書の物語が1番多

く、書籍の物語が1番少ない。常用漢字数では書籍の評

論が1番多く、書籍の物語が1番少ない。また、研究した書

籍や教科書の単元のうち、最も割合が高かったのは、書

籍の評論、西田幾多郎作の『デカルト哲学について』の

34%であった。最も少なかったのは、教科書の物語、梶井

基次郎作の『檸檬』の15%であった。

　上図より、割合はほとんどが30%に近くなっていることが

わかる。

（３）考察

　結果より、教科書の１つの単元には平均して約20〜30%

しか常用漢字が含まれていないこと、共通テストの問題は

常用漢字の範囲内だとしても、漢字問題に関してだけいう

と教科書だけでは常用漢字の全てをマークしきれないと

考える。そして、書籍の方がわずかに多く常用漢字に触

れることができるのではないかと考える。しかし、私たちが

受けるような共通テストでは、漢字のみの出題方法はほと

んどなく、読解力や速く・正確に読む力が試される問題が

多くなるという傾向になっており、共通テストに向けて漢字

の基礎力の向上を目指した研究の意義がかなり薄くなっ

てしまった。

４．結論orまとめ
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　仮説の通り書籍の方が教科書より常用漢字の使用率が

多くなった。そして、研究をしていく上で私たちが日頃から

見かけるような漢字でも常用漢字ではないものが多くあっ

た。例えば、班員の名前にある「瀬」、「佑」などだ。

　また、結果の割合が30%に近いものが多いことは、読み

やすい文章における、漢字と漢字以外の文字の割合が「

3:7」となっていることに関係がありそうだ。

　

５．展望（or　課題と展望）

　共通テストでの出題傾向が読解力重視に変化してきて

いることを知ったので、書籍や教科書を読むことでもともと

の読解力からどれだけ読解力が向上するのか研究した

い。
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